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	応用
	抗原情報
	背景
	受容体チロシンキナーゼは、細胞とその微小環境とのコミュニケーションにおいて重要な役割を果たします。これらのキナーゼは、細胞の増殖、分化、代謝の調節に関与しています。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、細胞性粘菌（Dictyostelium discoideum）のタンパク質ディスコイジンIと細胞外ドメインにおいて相同性を持つチロシンキナーゼ受容体のサブファミリーに属し、様々な種類のコラーゲンによって活性化されます。このタンパク質の発現は上皮細胞に限定されており、特に腎臓、肺、消化管、脳で顕著です。さらに、いくつかのヒト腫瘍において有意に過剰発現していることが示されています。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが報告されています。 [RefSeq提供、2011年2月],触媒活性：ATP + a [protein]-L-チロシン = a [protein]-L-チロシンリン酸。,ドメイン：グリシン/プロテインリッチドメインは、リガンドまたは基質との特殊な相互作用に必要となる可能性がある。,機能：細胞間相互作用および認識に関与する可能性がある。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属する。チロシンタンパク質キナーゼファミリー。インスリン受容体サブファミリー。,類似性：F5/8タイプCドメインを1つ含む。,類似性：タンパク質キナーゼドメインを1つ含む。,組織特異性：成人のほとんどの組織では低レベルで発現しており、脳と肺で最も高いレベルで発現している。乳癌細胞株に豊富に含まれます。,
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	DDR1 抗体を使用した、Jurkat 細胞の溶解液のウェスタン ブロット分析。

